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11
月
20
日
、
東

京
・
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
「
ド
ク

タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
１
～
震
災

復
興
・
医
療
再
生

ド
ク
タ
ー
ズ
ウ
ォ
ー

ク
～
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
日

の
大
雨
か
ら
一
転
、

秋
晴
の
爽
や
か
な

１
日
と
な
り
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
医
師
・
歯
科
医
師
８
０
０
人

を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
約
２
５

０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。
東
京

か
ら
は
、
東
京
医
科
協
会
54
人
、

歯
科
協
会
53
人
、
東
京
民
医
連

１
０
２
人
の
計
２
０
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
。

１
９
６
１
年
の
国
民
皆
保
険

制
度
開
始
に
先
立
っ
て
、
東
京

医
師
会
の
呼
び
か
け
で
８
０
０

０
人
の
医
師
が
集
会
と
デ
モ
行

進
を
行
っ
て
以
来
、
医
師
に
よ

る
大
規
模
な
行
動
は
50
年
ぶ
り

で
す
。

長
年
の
医
療
費
と
医
師
抑
制

策
に
よ
る
医
療
崩
壊
が
止
ま
ら

な
い
ば
か
り
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ

り
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
を
迫

ら
れ
る
恐
れ
な
ど
、
皆
保
険
制

度
が
危
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
長
の
植
山
直
人
氏

（
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
）

は
「
い
ま
こ
そ
国
民
と
手
を
つ

な
ぎ
、
医
療
を
守
る
大
き
な
運

動
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
も
医
師
が
駆
け

つ
け
ま
し
た
。
山
野
目
辰
味
氏

（
岩
手
県
立
大
船
渡
病
院
救
急

セ
ン
タ
ー
）
は
、
「
医
療
過
疎

の
岩
手
県
で
も
、
さ
ら
に
医
師

が
少
な
い
沿
岸
部
で
震
災
が
起

き
た
。
陸
前
高
田
市
中
心
部
で

は
医
療
機
関
が
２
つ
し
か
な
く
、

保
健
師
も
半
数
が
亡
く
な
っ
た
。

今
も
戦
場
の
よ
う
な
状
態
で
仮

設
住
宅
・
避
難
所
の
医
療
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
全
国
か

ら
の
支
援
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

松
本
純
氏
（
福
島
医
療
生
協
わ

た
り
病
院
い
い
の
診
療
所
）
は
、

「
原
発
事
故
の
た
め
、
避
難
に

ま
た
避
難
と
い
う
状
況
に
お
か

れ
た
。
福
島
県
は
人
口
も
１
割

減
と
な
り
、
医
療
機
関
も
例
外

な
く
減
少
し
て
い
る
。
『
原
発

や
め
ろ
』
と
い
う
声
を
福
島
だ

け
で
な
く
、
全
国
か
ら
も
声
を

あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

11
月
24
日
、
７
団
体
21
人
が
参

加
し
て
大
塚
駅
南
口
で
「
消
費
税

増
税
反
対
！
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
反
対
！
」
の
署
名
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
８
０

０
枚
と
宣
伝
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
「
社
会
保
障
は
切
り
捨
て
、
社

会
保
障
の
財
源
を
消
費
税
で
賄
う

一
方
で
、
大
企
業
へ
の
減
税
は
と

ん
で
も
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

通
り
が
か
っ
た
高
校
生
も
さ
っ

と
署
名
を

し
て
く
れ

た

り

、

「
他
に
無

駄
遣
い
あ

り
ま
す
よ

ね
」
と
板

橋
の
青
年

が
署
名
し

て
く
れ
る
な
ど

青
年
に
反
応
が

い
い
宣
伝
で
し

た
。

介
護
の
勉
強
を
し
て
来
春

か
ら
働
く
と
い
う
青
年
が
「
『
学

校
で
は
、
社
会
保
障
の
た
め
の
財

源
に
消
費
税
が
必
要
だ
』
と
聞
い

て
い
ま
す
が
」
と
い
う
の
で
「
大

企
業
の
内
部
留
保
な
ど
ム
ダ
使
い

は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
い
う
と

「
ホ
ン
ト
で
す
か
？
初
め
て
聞
き

ま
し
た
！
」
と
。
「
何
か
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
か
勉
強
す
る
も
の
あ
り

ま
す
か
？
」
と
聞
く
の
で
「
こ
こ

に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
ら
資

料
届
け
る
よ
」
と
東
商
連
の
名
刺

を
渡
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
翌
日

に
メ
ー
ル
が
あ
り
資
料
を
送
っ
た

と
こ
ろ
返
事
が
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
応
え
て
「
世
の
中
変
え
よ
う
ね
！
」

と
声
を
か
け
る
と
「
わ
か
り
ま
し

た
！
」
と
元
気
の
い
い
返
事
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
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11
月
22
日
、
地
域
で
40
番
目
の

昭
島
社
保
協
が
、
市
民
団
体
、
労

働
組
合
、
政
党
な
ど
20
団
体
の
賛

同
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９

２
年
11
月
28
日
の
国
立
・
立
川
・

昭
島
地
域
社
保
協
結
成
後
、
医
療
・

年
金
・
国
保
・
介
護
問
題
を
中
心

に
学
習
会
、
対
市
要
請
行
動
、
駅

頭
宣
伝
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
１
９
９
８
年
度
総
会
以

降
休
眠
状
況
で
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
社
保
協
の
「
自
治
体
ご
と
に

地
域
社
保
協
の
結
成
を
」
の
方
針

を
受
け
、
２
０
０
９
年
１
月
か
ら

地
域
の
社
会
保
障
運
動
推
進
の
意

見
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

地

域

で

は

各

団

体

が
運

動
を
推
進
し
、

三

多

摩

高

齢

期

運

動

が

自

治
体
ご
と
に
要
請
行
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
学
び
３
市
ご

と
の
社
保
協
結
成
を
確
認
し
ま
し

た
。
２
０
０
９
年
11
月
の
国
立
社

保
器
用
の
結
成
に
続
き
、
昭
島
地

域
共
同
行
動
実
行
委
員
会
が
結
成

の
準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
、
東
京
社
保
協

前
沢
事
務
局
長
の
記
念
講
演
、
経

過
報
告
の
あ
と
参
加
者
の
結
成
へ

の
思
い
を
交
流
。
「
待
ち
焦
が
れ

た
社
保
協
が
出
来
て
う
れ
し
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
の
推
進
の
も
と
で
重
要
で
あ

る
（
年
金
者
組
合
）
」
「
医
療
・

介
護
・
福
祉
を
後
退
さ
せ
な
い
！

会
長
を
擁
す
る
団
体
と
し
て
先
頭

に
た
っ
て
が
ん
ば
る
（
昭
島
診
療

所
）
」
「
大
阪
の
ハ
シ
ズ
ム
の
先

鞭
が
石
原
都
政
。
打
開
の
た
め
の

一
翼
を
担
っ
て
が
ん
ば
る
（
都
教

組
昭
島
地
区
協
）
」
「
腰
を
据
え

て
学
習
し
、
本
質
を
理
解
し
な
が

ら
運
動
を
広
げ
て
行
く
（
拝
島
法

律
事
務
所
）
」
「
来
年
の
４
月
か

ら
国
保
税
が
上
が
る
。
小
さ
い
力

だ
け
れ
ど
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
へ
が
ん
ば
り
た
い
（
三
多
摩
健

康
友
の
会
昭
島
支
部
）
」
な
ど
期

待
と
決
意
が
語
ら
れ
、
社
会
保
障

へ
の
全
面
的
な
攻
撃
の
な
か
で
の

結
成
の
意
義
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。会

長
に
昭
島
相
互
診
療
所
の
林

泉
所
長
、
事
務
局
長
に
東
京
土
建

11
月
18
日
（
金
）
、
豊
島
区
民

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
14
回
豊

島
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会
総
会

を
43
人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
三
上
満
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
東
京
社
保
協
の
前
沢
淑
子
事

務
局
長
よ
り
連
帯
の
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

第
1
部
の
記
念
講
演
で
は
、
大

正
大
学
法
学
部
客
員
教
授
・
税
理

士
の
浦
野
広
明
氏
に
よ
る
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
政
府

が
行
う
「
社
会

保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
に
つ
い
て
の
問
題
点
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。

第
２
部
の
総
会
で
は
、
森
と
お

る
共
産
党
区
議
会
議
員
に
よ
る
豊

島
区
の
国
保
と
生
活
保
護
の
現
状

に
つ
い
て
の
特
別
報
告
、
豊
島
区

民
主
商
工
会
と
東
京
土
建
豊
島
支

部
よ
り
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
次
年
度
の
運
動
方
針
案

と
新
役
員
が
提
起
さ
れ
、
拍
手
に

よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

多
摩
西
部
支
部
の
山
崎
さ
ん
な
ど

の
役
員
と
「
都
議
会
あ
て
国
保
改

善
署
名
」
「
社
会
保
障
改
善
１
０

０
０
万
署
名
」
の
推
進
を
軸
と
す

る
当
面
の
行
動
を
確
認
し
て
歴
史

的
な
結
成
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。



11
月
27
日
、

「
東
京
北
部

ラ
リ
ー
（
文

京
、
北
、
豊

島
、
練
馬
、

板
橋
）
『
さ

よ
な
ら
原
発

集
会
』
」
が

文
京
区
礫
川

公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人

は
、
宝
田
明

（
俳
優
）
、

海
老
名
香
葉

子
（
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）
、
ち
ば
て

つ
や

（
漫
画
家
）
、
菊
池
紘
（
弁

護
士
）
、
小
林
秀
一
（
元
プ

ロ
ボ
ク
サ
ー
）
、
小
泉
尚
之

（
北
部
労
協
議
長
）
、
広
瀬

憲
義
（
北
部
春
闘
議
長
）
の

７
氏
。

地
元
の
労
働
組
合
や
法
律

家
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
原
発
の
撤
廃
、
放

射
能
汚
染
か
ら
の
国
の
責
任

を
問
う
た
め
に
各
地
元
団
体

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
５
０
０

人
で
し
た
。
集
会
後
の
パ
レ
ー

ド
は
鳴
り
物
を
み
ん

な
で
持
ち
、
“
原
発

や
め
ろ
”
の
コ
ー
ル

で
賑
や
か
に
行
い
ま

し
た
。

東
京
土
建
豊
島
支
部

で
は
、
各
分
会
５
人

以
上
の
参
加
を
呼
び

か
け
26
人
の
参
加
で

し
た
。

当
日
の
訴
え
で
は
、

若
い
お
母
さ
ん
か
ら

の
訴
え
が
切
実
で
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
ま
も
る
た
め
に
は
、

今
す
ぐ
行
動
を
起
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ま
た
、
農
業
の
方
た

ち
も
農
業
と
原
発
は
相
い
れ

ず
、
共
存
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。福

島
か
ら
も
多
く
の
参
加

者
が
来
て
お
り
、
テ
レ
ビ
や

マ
ス
コ
ミ
で
は
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
厳
し
い
避
難
生
活

の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き

昨
年
に
引
き
続
く
２
回
目

の
相
談
会
を
開
催
。
宣
伝
チ

ラ
シ
は
、
加
盟
団
体
の
協
力

で
４
千
枚
配
布
、
定
例
の
駅

頭
宣
伝
で
千
枚
、
重
税
共
闘

の
10
駅
頭
宣
伝
で
５
千
枚
、

新
聞
折
り
込
み
で
８
千
枚
、

会
場
付
近
の
住
宅
へ
千
枚
、

船
堀
駅
で
千
枚
の
合
計
２
万

枚
を
配
布
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
相
談
員
25
名
、
血
圧
測

定
２
名
、
受
付
・
案
内
・
宣

伝
に
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

風
が
冷
た
く
血
圧
測
定
に
立

ち
寄
る
人
は
39
名
で
し
た
。

午
前
中
の
相
談
は
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
午
後
か
ら
チ

ラ
シ
を
握
り
し
め
た
相
談
者

が
来
場
、
26
名
の
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
土
地
に
区
画
整

理
の
心
配
で
来
ら
れ
た
方
や

保
育
の
相
談
、
労
災
の
相
談
、

築
12
年
の
住
宅
の
雨
漏
り
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談

が
あ
り
、
専
門
の
相
談
員
の

存
在
が
対
応
で
き
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。
意
義
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
要
求
実
現
江
東
大
運

動
実
行
委
員
会
と
東
京
民
医

連
の
共
催
で
「
い
の
ち
・
く

ら
し
・
雇
用
…
ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
で
11
・
６
秋
の
な
ん

で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

特
に
法
律
相
談
は
人
が
途

切
れ
る
こ
と
な
く
全
体
で
27

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
特
徴
と
し
て
は
法
律
相

談
と
介
護
相
談
、
労
働
相
談

な
ど
複
数
の
相
談
事
例
を
抱

え
て
相
談
に
来
る
人
が
増
え

て
お
り
、
深
刻
な
事
態
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
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ま
し
た
。

東
京
土
建
と
し
て
も
、
組
合

員
の
な
か
に
こ
の
問
題
で
不
安

を
抱
え
る
若
い
仲
間
が
沢
山
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、

ま
ず
、
原
発
の
問
題
に
つ
い
て

「
知
る
」
こ
と
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
ば
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が

反
原
発
に
関
心
を
持
ち
、
そ
こ

か
ら
導
か
れ
る
最
終
的
な
願
い

こ
そ
が
、
い
ま
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
い
る
政
治
の
終
着
点
で
、
新

し
い
日
本
の
骨
子
に
な
る
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
（
東
京
土

建
豊
島
支
部
・
佐
藤
広
平
）



件数 人数
差押額
（千円）

件数 人数
差押額
（千円）

件数 人数
差押額
（千円）

件数 人数
差押額
（千円）

01 千 代 田 区 0 0 0 0 0 0 24 八 王 子 市 0 0 0 0 0 0

02 中 央 区 0 0 0 0 0 0 25 立 川 市 12 1 500 113 8 2 ,740

03 港 区 0 0 0 0 0 0 26 武 蔵 野 市 0 0 0 0 0 0

04 新 宿 区 0 0 0 14 1 777 27 三 鷹 市 0 0 0 201 18 1 ,949

05 文 京 区 0 0 0 0 0 0 28 青 梅 市 0 0 0 0 0 0

06 台 東 区 50 7 529 140 16 3,122 29 府 中 市 0 0 0 12 1 665

07 墨 田 区 0 0 0 0 0 0 30 昭 島 市 0 0 0 0 0 0

08 江 東 区 0 0 0 0 0 0 31 調 布 市 0 0 0 0 0 0

09 品 川 区 0 0 0 0 0 0 32 町 田 市 0 0 0 0 0 0

10 目 黒 区 0 0 0 0 0 0 33 小 金 井 市 0 0 0 0 0 0

11 大 田 区 0 0 0 358 19 12,444 34 小 平 市 0 0 0 0 0 0

12 世 田 谷 区 0 0 0 0 0 0 35 日 野 市 0 0 0 0 0 0

13 渋 谷 区 0 0 0 0 0 0 36 東 村 山 市 0 0 0 0 0 0

14 中 野 区 0 0 0 23 2 1,229 37 国 分 寺 市 0 0 0 0 0 0

15 杉 並 区 0 0 0 0 0 0 38 国 立 市 0 0 0 0 0 0

16 豊 島 区 0 0 0 90 4 3,264 39 福 生 市 0 0 0 0 0 0

17 北 区 0 0 0 0 0 0 40 狛 江 市 46 6 310 0 0 0

18 荒 川 区 0 0 0 0 0 0 41 東 大 和 市 0 0 0 0 0 0

19 板 橋 区 0 0 0 0 0 0 42 清 瀬 市 0 0 0 0 0 0

20 練 馬 区 45 3 1,452 187 13 4,306 43 東 久 留 米 市 12 832 129 19 2 ,960

21 足 立 区 0 0 0 0 0 0 44 武 蔵 村 山 市 14 2 107 49 4 363

22 葛 飾 区 0 0 0 0 0 0 45 多 摩 市 0 0 0 0 0 0

23 江 戸 川 区 0 0 0 0 0 0 46 稲 城 市 0 0 0 0 0 0

95 10 1 ,981 812 55 25,142 47 羽 村 市 2 9 85 6 3 124

48 あ き る 野 市 0 0 0 0 0 0

49 西 東 京 市 0 0 0 13 2 438

74 30 1 ,834 523 55 9 ,239

平成２２年度

２ ３ 区 合 計

２ ６ 市 合 計

平成２１年度

東京広域連合事務局より後期高齢者医療保険料の差し押さえ件数・人数・金額

平成２２年度 平成２１年度

2011年12月1日号 東京社保協ニュース ＮＯ．２２０
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【当面の日程】

12月07日(水)12:15～中央社保協国会行動

09日(金)18:30～子どもの貧困なくす連絡会学習会

12日(月)10:00～16:00 東京社保協第42回総会

14日(水)12:15～国会義面集会

15日(火)13:00～17日(土)12:00

高齢者団体 厚生労働省前座り込

20日(火)12:00～13:00 消費税増税反対各界連宣伝 大塚駅

21日(水)10:00～東京生存権裁判最高裁要請行動

2012年1月21日(土)13:30～東京安心年金ネット新春第学習会

於：青山会館

第１回常任幹事会 日時 2012年1月月26日（木）13:30～16:00

場所 東京労働会館

日時 2011年12月12日（月）

10:00～16:30（予定）

会場 けんせつプラザ東京

（東京土建本部会館）

参加 地域社保協、都団体とも

各２人の参加

内容 2011年度活動の総括、

決算、2012年度方針・

11
月
11
日
、
東
京
広
域

連
合
と
平
成
24
～
25
年
度

の
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
広
域
連
合
か
ら

は
、
永
塚
総
務
部
総
務
課

長
、
古
谷
保
険
部
管
理
課

長
ら
が
対
応
し
ま
し
た
。

東
京
連
絡
会
か
ら
は
、
東

京
保
険
医
協
会
・
葛
飾
の

会
・
都
老
協
・
東
京
民
医

連
・
年
金
者
組
合
都
本
部
・

東
京
社
保
協
の
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

窓
口
負
担
の
減
免
制
度

や
国
保
か
ら
後
期
医
療
に

移
る
と
き
の
保
険
料
の
公

表
、
広
報
活
動
を
強
め
る

た
め
の
東
京
い
き
い
き
通

信
の
発
行
増
や
医
療
費
通

知
と
同
封
に
つ
い
て
は
、

「
実
態
を
調
査
し
、
検
討
、

改
善
し
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
議
会
の
開
催
日
の
掲

示
に
つ
い
て
は
「
議
長
な

ど
の
予
定
調
整
に
時
間
が

か
か
り
早
め
の
告
知
が
困

難
で
あ
る
が
、
開
催
予
定

と
い
う
こ
と
で
告
示
が
可

能
か
検
討
し
た
い
」
と
事

務
的
な
対
応
に
つ
い
て
の

謝
罪
と
と
も
に
前
向
き
な

検
討
を
約
束
し
ま
し
た
。

大
幅
な
値
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
る
平
成
24
～
25

年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
「
１
月
末
の
議
会
で
決

定
す
る
。
原
案
を
出
し
て

検
討
中
で
あ
る
。
一
般
財

源
は
投
入
す
る
が
、
広
域

連
合
は
、
財
政
を
も
た
な

い
組
織
な
の
で
厳
し
い
。

国
・
東
京
都
へ
粘
り
強
く

財
政
支
援
を
要
請
し
て
い

く
。
低
所
得
者
対
策
は
継

続
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。


